AL B O BRDE
TH A RERTHBSFTSIZEE !
(SFTS:EEAAE M /R TEIREE)

B3O mAX

. BRIZESFTSHAEN 2 TVET
" s YGHEALET
100 %3, ARREVEMNZBRLET
: + %3, IRCEEBREATVERPETT
o o o - REBMOBHEENLTEEMZBRLET
RRRISRERER opzremuzen
EJ%E?i?ﬁ%??ffmsmm veme * ERXFREBMNIBRXLTVWET
200 - "I A FvvERRIZHBEV O TR
- 150 - c BEFEATFZERIEELEL LS
g BB T YL T HE T,
%0 FAFTyIELELES

0- ‘ .
i N N N N c YF ZERIVRIBEIZE.
- - S MHUIVEIIBRERELTLEIN
B :SFTSD A Bl D F 44K iR

(SFTSE Mty —2F% 202512 A1 BRE) o HF?E%LEE&I*\ ?}9&"‘% b* bc‘:’)

« Ry bz NVBEIEMIFEVIELES
EFEEhD

L T-’W & AR
!s" m




	マダニから感染するSFTSに注意！
	人と動物の共通感染症
	（SFTS:重症熱性血小板減少症候群）
	関東にもSFTSが広がっています
	・マダニが媒介します
	・ネコ、イヌおよびヒトに感染します
	・ネコ、イヌともに致死率の高い感染症です
	・発症動物の体液を介してもヒトに感染します
	・ワクチンもありません
	・年々発生数が増えています
	飼い主様にお願いしたい対策
	・通年のマダニ駆除をしましょう
	・外出後はブラッシングなどを行い、 　体のチェックをしましょう
	・マダニを見つけた場合には、 　かかりつけ動物病院を受診してください
	・排泄物処理後は、手洗いをしましょう
	・ペットとの過度な接触は避けましょう
	詳細についてはかかりつけの獣医師にご相談するか、 下記サイトをご確認ください。
	→国立健康危機管理研究機構　感染症情報提供サイト 　https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/12668-sfts-ra-0801.html





